





















開設し、試験運用が開始された。平成一六年四月六日、当館 発足にともなって当館ホームページ して改編された。平成二四年九月二六日、ホームページを改装し、フェニックス 木をイメ した緑色をテーマカラ にした現在のものとなった。　
当館ホームページの主な役割としては、①当館開館日・休館日、交






















年度 総 PV数 セッション数 ユーザー数 新規セッション率
H26 年度 58758 20830 6354 28.3%
H27 年度 55779 21858 9131 41.17%
計 114537 42688 15352
34.9%









れをグラフ化したのが図三・四である。ページビュー数の月別平均は四七七二で、平成二六年度の月別平均は四八九六 平成二七年度は四六 八であった。全体の傾向としては、二月から三月、八月から九月のページビュー数が少なく、四月から七月のペ ジビュ 数が多い。こ 傾向は平成二六年度、平成二七年度に分けても変わらない。二月から三月、八月から九月は広島大学 休業期 あたり、提供科目「広島大学の歴史」 ・ 「広島大学のスペシャリスト」 の受講生が当館ホームページを閲覧しない時期である。 また 四月から七月のページビュー数が一〇月から一月のそれより多いのは 前期の「広島大学の歴史」の受講者数が後期の「広島大学のスペシャリスト」より多いためであろう。　
ページビュー数を曜日別・曜日別平均に見たものが表四であり、そ
年月 月別 PV 数
H26 年 4 月 4796
H26 年 5 月 7577
H26 年 6 月 7713
H26 年 7 月 6603
H26 年 8 月 3726
H26 年 9 月 3898
H26 年 10 月 5088
H26 年 11 月 4096
H26 年 12 月 3744
H27 年 1 月 4224
H27 年 2 月 3694
H27 年 3 月 3599
H27 年 4 月 5498
H27 年 5 月 5377
H27 年 6 月 6389
H27 年 7 月 5973
H27 年 8 月 3480
H27 年 9 月 3266
H27 年 10 月 4456
H27 年 11 月 4925
H27 年 12 月 5282
H28 年 1 月 4923
H28 年 2 月 3197






月 月平均 PV 数
1 月 4574 
2 月 3446 
3 月 3306 
4 月 5147 
5 月 6477 
6 月 7051 
7 月 6288 
8 月 3603 
9 月 3582 
10 月 4772 
11 月 4511 
12 月 4513 
表2　月別PV数 表3　月平均PV数
年月 月別PV数 月 月平均PV数
H26年4月 4796 1月 4574
H26年5月 7577 2月 3446
H26年6月 7713 3月 3306
H26年7月 6603 4月 5147
H26年8月 3726 5月 6477
H26年9月 3898 6月 7051
H26年10月 5088 7月 6288
H26年11月 4096 8月 3603
H26年12月 3744 9月 3582
H27年1月 4224 10月 4772
H27年2月 3694 11月 4511




































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
図4 月平均PV数
表2　月別PV数 表3　月平均PV数
年月 月別PV数 月 月平均PV数
H26年4月 4796 1月 4574
H26 5 7577 2月 3446
H26 6 7713 3月 3306
H26 7 6603 4月 5147
H26 8 726 5月 6477
H26 9月 3898 6月 7051
H26 10 5088 7月 6288
H26 11 4096 8月 3603
H26 12月 3744 9月 3582
H27 1 4224 10月 4772
H27 2 3694 11月 4511



































1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
図4 月平均PV数
図３  月別 PV 数




る。地域別に見るとこの日は広島市、名古屋市、東広島市からのアクセスが多く、時間帯で見ると一一時ごろにページビュー数が六二九となり、 ピークを迎えている。 ページビュー数の内訳を見るとトップページ、所蔵資料ページへの閲覧が全体の五六％を占め、そのうち所蔵資料ページへの閲覧は二六％となっている。ユーザー数は一〇八人で前述した日別平均ユーザ 数二一人よりもかなり多くなっている。新規セッション率も五五・七一％で平均の三四・九％よりも多い。後述するページ別のページビュー数や地域別アクセス数 見比べてもこの日は平均的なアクセス傾向とは異なる様相が見られる。普段 は異なる何らかの外 要因によりページビュー数等が増加したと思われるが、詳
曜日 曜日別 PV 数 曜日別平均 PV 数
月曜 21521 209 
火曜 20052 193 
水曜 22195 213 
木曜 22369 215 
金曜 14236 138 
土曜 6598 64 

















































月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜
図6 曜日別平均PV数





位二〇を示したのが表五である。なお日別ページビュー数の平均は一五八であった。二年間で最もページビュー数が多かったのは平成二六年一〇月二二日でページビュー数は八八五であった。この日に れといった当館の情報公開や特別な催しなどが ったわけではな 、なぜページ がこれほど多い理由は全く不明 あ
表５　日別 PV 数上位20







































トップページ 46,894 28,887 トップページ
提供科目（教育・研修トップ） 16,651 14,708 教育・研修
所蔵公開資料（所蔵資料トップ） 8,635 2,362 所蔵資料
スタッフポータル 5,085 4,500 スタッフポータル
文書館とは（文書館紹介トップ） 4,228 2,867 文書館紹介
開館利用時間（ご利用案内トップ） 2,964 1,983 ご利用案内
展示（催し物トップ） 2,325 828 催し物
文書目録（刊行物 ･ 紀要トップ） 1,725 1,255 刊行物・紀要
スタッフ紹介 1,657 1,424 文書館紹介
交通・アクセス 1,211 866 ご利用案内




森戸辰男関係文書 950 389 所蔵資料
紀要 939 787 刊行物・紀要
昭和の造船教育者・濱本博登 823 338 催し物




文書館設置以前移管文書 711 295 所蔵資料
文書館設置以後移管文書 672 275 所蔵資料
研究叢書・報告書 620 461 刊行物・紀要





お問い合せ 500 364 お問い合せ
平和学術文庫 436 132 所蔵資料
広島大学 25 年史編集室旧蔵資料 430 191 所蔵資料
単行本 402 340 刊行物・紀要
講演会・シンポジウム 396 136 催し物
大牟田稔関係文書 394 166 所蔵資料
大学史関連刊行物 363 297 刊行物・紀要
金井学校の二人展 355 162 催し物
旧制諸学校資料群 340 124 所蔵資料
表６　ページ別 PV 数上位20
う火曜日が重なったことで六位に入った可能性がある。また、一六位に入った同年の七月八日は一〇周年記念行事 当日であり、参加者が確認したのか当 のペー ジビュー 数のうち一九％が行事告知ページ閲覧であった。これらのように何かしらの理由が考えられる事例は少なく、上位二〇に入った他の日の多くはなぜページビュー数が多いのか不明である。
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トップ 46907 41.0% 32241 41.6%
文書館紹介 7062 6.2% 5262 6.8%
ご利用案内 5709 5.0% 3985 5.1%
所蔵資料 14295 12.5% 4901 6.3%
教育・研修 17230 15.0% 15172 19.6%
催し物 7758 6.8% 3140 4.0%
刊行物・紀要 4478 3.9% 3441 4.4%
広島大学略年表 2046 1.8% 1605 2.1%
スタッフポータル 5085 4.4% 4500 5.8%
業務日誌 463 0.4% 424 0.5%
お知らせ 1889 1.6% 1547 2.0%
リンク集 287 0.3% 247 0.3%
サイトマップ 234 0.2% 178 0.2%
お問い合わせ 500 0.4% 364 0.5%








desktop 32,979 36.29% 77%
mobile 9,284 30.61% 22%





desktop 32,979 36.29% 77%
mobile 9,284 30.61% 22%






























































H26 年度 H27 年度 H26 ～ H27 年度
リピーター 14924 12686 27610
割合 72% 58% 65%
新規 5906 9172 15078
割合 28% 42% 35%
年度合計 20830 21858 42688
表10　新規とリピーター
H26年度 H27年度 H2 ～H27年度
リピーター 14924 12686 27610
割合 72% 58% 65%
新規 5906 9172 15078
割合 28% 42% 35%




























リピーター 14924 12686 27610
割合 72% 58% 65%
新規 5906 9172 15078
割合 28% 42% 35%































































八一％にのぼり、量的に正確な分析は不可能であった。そこでデータとして不完全ではあるが、参考資料として残り一九％のうちから検索ワードを抽出し、それらを文書館そのも に関する語、所蔵資料、広島大学とその関連施設、授業関係 人物名、出版物、催し物などに分類した。表中の「その他」項目は、漠然とした目的で検索したと思われるワードを集めた。　「広島大学文書館」 「広島大学□文書館」など広島大学文書館とそれに類する検索 が見られたが、これらは当館の存在を明確に認識した上での検索ワードと捉え る。所蔵資料関係にある「平和学術文庫」 、 「梶山季之文庫」など当館独自の資料群、催し物 ある「原爆白書運動と広島大学」など当館の催し物、出版物 ある「広島大学文書館紀要」なども同様の性格を持つ検索ワードであろう
（５）
。授業関係に







Direct（直接） 19,664 30.01% 5,901 46.1%
Organic Search（検索） 18,657 32.29% 6,024 43.7%
Referral（他サイト） 4,245 72.11% 3,061 9.9%
Social（ソーシャル） 111 75.68% 84 0.3%




Direct(直接) 19,664 30.01% 5,901 46.1%
Organic Search(検索) 18,657 32.29% 6,024 43.7%
Referral(他サイト) 4,245 72.11% 3,061 9.9%











































見られる。広島大学と関連施設に分類した広島大学の分校や前身校などはそれらについて情報を収集するために検索をした結果、当館ホームページにたどり着 たもの 考えられる。関連人物名に分類した検索ワードも森戸辰男や平岡敬などその活動が当館以外の広い分野にわたる人物名が多く見られるため、同様の性格を持っているだろう。その他に分類した検索ワードは同じ傾向が顕著である。 「広島」 、 「文書」 、「平和」 、 「資料」 、 「大学運営」 、 「核実験」 、 「自校史」など検索者が大きなテーマについて調べるためにこれらの検索ワードを入力したことが見て取れる。広島大学関連施設や関連人物、その他などこれらの検索ワードは、検索者各々の興味関心に沿って検索する中で偶然、当館ホームペ ジにたどり着いたものである。　
前述したように検索ワードの八割が不明・非表示であるので、正確












































分類別の閲覧開始 を多い方から並べたものである。提供科目の閲覧開始数、 直帰率 （八六％） ・離脱率 （八〇％） は共に高い。受講生がトップページを経由せず、ブックマークなどから提供科目のページを訪問して授業アンケートに答えた後、すぐに離脱しているものと思われる。提供科目以外は閲覧開始数が大きく低下する。この中には含まれるのは個々のお知らせページ所蔵資料、出版物、催し物、略年表などであるが、これ は検索でページ内の単語にヒットしてトップページを経由せずにたどり着いたものと思われる。調査年度の催し物ではない濱本博登展の閲覧開始数が多いのは、戦艦大和に関連する単語 検索してヒットしたためであろうか 分類別 も同じ傾向
ページ名 PV 数 ページ別訪問数 閲覧開始数 直帰率 離脱率
提供科目（教育・研修トップ） 16651 14,708 6,101 86.82% 80.39%
スタッフポータル 5085 4,500 779 83.83% 68.91%
紀要 939 787 353 64.31% 53.25%
昭和の造船教育者・濱本博登 823 338 268 0.37% 33.54%
所蔵公開資料（所蔵資料トップ） 8635 2,362 214 0.00% 5.93%
広島大学文書館設立 10 周年記念行事　
これからの大学文書館
1154 490 199 0.00% 23.14%




255 203 139 54.68% 52.55%
金井学校の二人展 355 162 129 0.00% 32.96%
広島大学略年表 1874－1949（創立前史） 300 245 126 75.40% 49.67%
森戸辰男関係文書 950 389 124 0.00% 18.11%
大学史関連刊行物 363 297 114 68.42% 41.60%
文書目録（刊行物 ･ 紀要トップ） 1725 1,255 113 27.43% 10.03%
企画展　原爆白書運動と広島大学 598 257 101 1.98% 26.59%
関連規則 768 646 97 74.23% 50.39%
スタッフ紹介 1657 1,424 93 65.59% 37.60%
村上須賀子氏、斉藤とも子氏が来館さ
れました。
107 95 92 83.70% 85.05%
交通・アクセス 1211 866 89 76.40% 32.12%
研究叢書・報告書 620 461 84 63.10% 22.58%


























広島大学の授業期間のページビュー数が多かった。曜日別に見ると月曜～木曜のページビュー数が多く、金曜～日曜の ビュ 数は少なかった。ページ別では、全体のトップペ ジと「文書館紹介」などトップメニューの各トップページのページビュー数が多く、提供科目ページがそれに次いだ。所蔵資料では森戸文書と法人文書の目録ページの ビュー数が多かった。催し物では調査年度におこなわれた催しのページビュー数が多かった。 分類別のページビュー数では トップページに次いで教育・研修、所蔵資料が多かった。　
端末別セッション数は、デスクトップ端末の利用者が多く、地域別



















たい。当館ホームページの主な利用者は、広島大学の教職員・学生であり、大学構成員や研究者へ 情報提供は一定程度、おこなわれていると思われる こうした主な利用者である大学構成員がより使いやすいようにホームページ構成などを考えていく必要がある。一方で、大学外への広がりを欠状況にある。基本的な方向性としては、主な利用者である広島大学構成員の利便性を高めることを目指しな ら 大学外への周知を げること 目指すべきと思わ 。　
ただし、そのために必要な人手や費用とつきあわせて本当に必要な







ジにたどり着いた場合、人物に関連した資料目録や大学全体の略年表はあるのだが、人物や前身校そのものの情報は案外に少ない。これ当館ホームページが資料目録解題や刊行物 本文ＰＤＦを掲載し、そちらに説明を譲っているためである。こ 情報を当館ホームページ本文に補足することで利便性を高 たい 森戸辰男記念文庫や平和学術文庫については、資料の寄贈者や当館に所蔵された経緯などを説明るページを作成してこれに対応する。説明文の内容はそれぞれの目録の解題を短くまとめたものとする。また、前身校については当館ホームページに『広島大学五十年史
　
通史編』の電子ブックを掲載したり、





での資料の紹介・展示などをおこなっても良い。当館ホームページは資料目録の掲載、催し物・刊行情報など各種お知らせの広報などに機能を特化しており、 そういった要素は乏しい。 平成二四年のジ改装以前にはウェブ上での資料展示のペ ジを作成し 前例はあるのだが、改装後はおこなっていなか 。大学外の閲覧者への広がりが期待される。　
検索などで来訪した新規閲覧者は当館ホームページの構成について





クセス解析を こない、解析結果から主 利用者を広島 の教職員・学生と推測し、今後の運営への提案 おこなっ　
本論で述べた提案はあくまでも現状の当館ホームページの維持・管
理の継続が前提である。当館ホームページの維持・管理は職員 指示・監督のもと、コンピューターの知識があ アルバイトが代々実務を担っており、専任の職員はいない。当館の規模ではこうした状況はこれからも続くだろう。これまではたまたまそうした知識のあるアルバイトがいたために当館ホームページの維持・管理は成立してきたが、これからもそうであるとは限らない。当館ホームページの構造や機能 単純な理由のひとつは、高度な知識が無くても ジ維持・管理を可能にするこ に 。今後のホームページ維持・管理の継続性を担保するためには、安易に複雑な構造や機能を追加することには慎重になるべきだろう。繰り返すが 資料目録の公開、 刊行物催し物情報の広報、授業アンケートの実施など現状の当館ホームペー
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齋藤拓海　　広島大学文書館ホームページのアクセス解析




























































Analysis of Website Access to the Hiroshima University Archives
SAITO Takumi
Abstract
　　 I analyzed the website of the Hiroshima University Archives with Google Analytics 
covering a period from 2015 to 2014. The average annual number of page views was 
approximately 50,000. The number of page views was highest in October-January and April-
September. These are the periods when classes are held in universities. When analyzed 
according to day of the week, there were fewer page views on Friday-Sunday compared 
with Monday-Thursday. With regard to types of page, there were many top pages and 
offered subject pages. There were many page views of the Morito Tatsuo documentary 
catalog and a corporation documentary catalog. Higashihiroshima city and Hiroshima city 
accounted for 50% of the sessions according to the area. New visitors made up 35% of the 
users, and 65% were repeaters. The commonly used search terms included words indicating 
Hiroshima University and Hiroshima University archives and words indicating the record 
school in Hiroshima University and related persons. Other commonly used ambiguous search 
terms included Hiroshima, peace, and documents. On the basis of these results, the main 
users of the Hiroshima University archives website are teachers and staff of Hiroshima 
University.
